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(stageofromance)｣から ｢正確さのステージ (stageofprecision)｣に移行 しようとしている学生の姿を思い出
させます｡
ビュー ･プログラムから得たもうひとっの教訓は､優秀な教授にとって必要な質は､実際に発達し得るということ､
そしてひとたび発達 したならば､その焦点を学習にあて続けることによってさらに向上 しうる､ということでした｡
学生の学習状況は教授の善 し悪 しを測る試験紙なのです｡結局､教授とはそれ自身が目的なのではなく､もうひとっ
の目的である学習に到達するための手段なのです｡-ーバードやその他の大学の教官から､なぜ我々は授業に工夫を
しなくてほならないのか､と聞かれたとき､たいていの場合､私の答えは､それが学生の学習を向上させるからであ
り､いずれにしても､教官は学生が自分の授業から得た物について周到な関心を持ち続けるべきだから､というもの
でした｡
学生の学習を改善するサービスという観点で､教授を改善することの重要性のアピールが､多 くの教官の共鳴を得
たということは､私にとって嬉しいニュースでした｡結局のところ､大学の教育を改善しようとする熱意こそが､今
日我々をここに集めている原動力なのです｡我々の同僚や我々自身についても､その成果をあせってはいけません｡
優秀な教授とは容易なことではありません｡ そしてそれを向上させることも､それに劣らず困難です｡わずかな進展
でもあれば喜ばしいことです｡ご清聴ありがとうございました｡
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